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長浜市各会場       ［長浜文化芸術会館・えきまちテラス長浜
高月観音の里歴史民俗資料館・雨森芳洲庵・他］
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主催／朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会 長浜大会実行委員会
共催／ NPO 法人朝鮮通信使縁地連絡協議会	
後援／�滋賀県・滋賀県教育委員会・長浜市・長浜市教育委員会

令 和
元 年

　平成29年（2017）10月31日、雨森芳洲関係資料を含む「朝
鮮通信使に関する記憶」がユネスコ「世界の記憶」に登録され

たことを契機に、この度芳洲出生の地、滋賀県長浜市で「第26回朝鮮
通信使ゆかりのまち全国交流会」を開催します。
　この大会行事を通じて、朝鮮通信使の歴史的意義や長浜が誇る偉人・
雨森芳洲の「誠信のこころ」を広く国内外に発信します。

開催
概要

高月観音の里歴史民俗資料館 

企画展  「関西にみる朝鮮通信使の足跡」  
  10/24㊍→ 12/2㊐

関連
事業

この事業は宝くじの助成金で実施しています。

雨
あめのもり

森芳
ほうしゅう

洲 (1668 ～ 1755）　

江戸時代中期、対馬藩に仕えた儒学者。雨森村（長浜市高月町雨森）に生
まれ、京都で町医者を開業していた父にならい医学を志すが、のち儒学
に転じて、江戸に出て木下順庵の門に入った。芳洲の文章の秀逸さは門
下随一で、のち順庵の推薦によって対馬藩に仕官。朝鮮との交易を行い、
また幕府と朝鮮をつなぐ役割を担っていた対馬藩で、朝鮮外交を担当す
る朝鮮御用支配役の補佐役に任じられ、約20年にわたりその役務を果た
した。朝鮮語をほぼマスターし、『交隣須知』等16冊の朝鮮語入門書をも
作成。芳洲は、国際関係において平等互恵を旨とし、外交の基本は「誠信
（誠意と信義）」にあると説いた。著書『交隣提醒』において「国によって
風儀も嗜好も異なるので、日本側のモノサシだけで接しては必ず不都合
が生じる。相手国の歴史・言葉・習慣・人情や作法などをよく理解し尊重
して「誠信の交わり(まごごろの外交)」をおこなうべきである」と主張。
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鎖
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あ
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あ
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朝鮮通信使
ゆかりのまち 交流会
長浜文化芸術会館 大ホール　13:00-16:00

滋賀県長浜市大島町 37　TEL 0749-63-7400

記念講演
演 題　「韓国から見た雨森芳洲」	  

講 師　朴
パ ク

  花
フ ァ

 珍
ジ ン

 氏（韓国釜慶大学 教授）

日韓文化交流会
・�芳洲先生子どもミュージカル紹介 

（長浜市立富永小学校）

・�交流コンサート 
（韓国若手アーティストによるライブとトーク）

・�他
▲ジャンホギョ氏

～雨森芳洲のふるさとを巡る～

高月フィールドワーク

日韓交流 
「長浜えきまち市

シジャン

場」
えきまちテラス長浜　9:30-15:00

・食の国際交流
（韓国料理模擬店・ゆかりのまち物産展）

・朝鮮通信使および雨森芳洲の情報発信
（パネル展・紙芝居）

・韓国民俗芸能の演舞（柳
ポ ド ル フ ェ

会）

・朝鮮通信使に関する映像上映	

滋賀県長浜市北船町 3-24　TEL 0749-53-4450

企画展  関西にみる
朝鮮通信使の足跡
高月観音の里歴史民俗資料館

大会にあわせて、雨森芳洲関係資料をはじめ
ユネスコ登録された資料や新出資料など、関
西地方に伝わる朝鮮通信使関連資料を展示。
朝鮮通信使と長浜の偉人・雨森芳洲について
広く紹介します。

滋賀県長浜市高月町渡岸寺 229　TEL 0749-85-2273

開館時間  �午前 9 時～午後 5 時	  
（入館は午後 4 時 30 分まで）　　

休 館 日  火曜日、祝日の翌日
入 館 料  大人 300 円／小中学生 150 円

①東アジア交流ハウス「雨森芳洲庵」

②�高月観音の里歴史民俗資料館 
企画展「関西に見る朝鮮通信使の足跡」

③渡岸寺観音堂（国宝十一面観音）︎

高月 木ノ本

※北陸自動車道 長浜 I.Cより車で15分

北陸自動車道

※JR北陸線 長浜駅より徒歩10分

J
R
北
陸
線

※�参加には事前予約が必要です。 
下記の事務局までお申し込みください。

お問い合わせ 　�朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会長浜大会実行委員会事務局（長浜市歴史遺産課）　Tel 0749-65-6510  FAX 0749-64-0396 Mail : rekishi@city.nagahama.lg.jp
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参加
無料

参加
無料

中山道を小篠原で分かれ鳥居本ま
での道筋は、関ヶ原合戦で勝利し
た徳川家康が通ったという縁起の
良い道とされており、朝鮮通信使
一行の来聘に際してもこの道が利
用されました。このことから、近
江ではこの道筋を「朝鮮人街道」
と呼んでいます。

事前予約制

朝鮮通信使行程図


